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建 築 物 の 許 容 沈 下 量
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1．　 ま え が き

　建築物 の 許容沈下量 （許容相対沈下 量）は 支持 され る地

盤 の 種 別 ，基 礎 形 式，基礎工 法 上部構造の 種別 ， 用途 な

どか ら さ らに 過去 の 経験 や 経済的合理 性 を も考 慮 し て 設計

者が総合的 に 判断 して 決定す べ き もの で ある
。

　本報 で は そ の 判 断 を助 け る 資料 と し て ，広島地区 に お け

る永年の 実在建築物の 継続測定 の 結 果 か ら不 同沈下 と構造

障害 の 関係に 基 づ い て 求 め た 許容沈下量 （許容相対沈下量）

の 推奨値 を示 す 。また あ わ せ て 設計建築物の 予想沈下量が

許容値 を 越 え た と きの 対策に つ い て も 触 れ る。

2．　 各種沈下量 と建築物の障害

　建築物 に 1 〜 n の 測点 を設 け ペ ン チ マ
ーク よ りの 沈下 量

を測定す る と，圧 密層上 の 建築物 の 場合 に図一 1〔a）の よ う

な 曲線 が 得 られ る 。 図
一 1（a ）の 最大値が総沈下 量　Smax で

あ る 。 図
一一1Ca）か ら外端沈下量 の うち 小 さい 値を差引 い た

もの が 図
一1〔b 〕の 不 同沈下 曲線 で ，そ の 最大値が不 同沈 下

量 で あ る 。 図
一 1（b）か ら傾 斜分 を差引い た もの が図一 1囮

の 相対沈 卜曲線 で あ り，そ の 最大値 が （最大 ） 相 対 沈 下 量

SDmaxで あ る。相 対 沈 下 曲線 の 各測点聞 の コ ウ配が変形角

ei で あ り，各測定面 に お け る θi の 最大値が最大変形角

emax
，
　 e・i の 平均値が 平均変形角 θa

’
ve で あ る。

　建築物 の 構造体 に き裂を発生 させ た り，ま た こ れ に伴い

仕上 材の 破 断 や 漏 水 ，建具開閉不良 な どの 障害を生ず る 原

、 嚴

　　　　　　　　　　r傾斜角e

ス 1司沈下量
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図
一1　 各種 沈下量 の 定 義
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因 とな る の は 主 とし て 相対沈 下量 SDmax お よび 変形角 防

で あ る。本報 で は こ の 両者 に着目 して 建築物 の 許容沈下量

（許容相対沈下量 ） を求 め る方 法 に つ い て 述 べ る。

　 し か し総沈下量　Smax や 傾斜fi　｛，e が 過 大 とな る と配管引

込み部の 破損，排水管の 水 コ ウ配が減 る こ とに起因す る排

水不良，取付 け道路 と建築物 との 間 の 著 し い 段違 い ，精密

機械 の 傾斜 に よ る使用不能な ど の 機能的 な障害の ほ か，過

大 な 傾斜 に よ る心理 的 な 悪影響な どが生ず る の で ， こ の 面

か らの 検討 も必 要 で あ る。 g が 1°を越 え る と 居住者 に 心

理的な障害 を来 た す とい わ れ て い る
。

　地盤沈下 を生ず る地域 の 支持グイ を用 い た 建築物 の 揚合

に は ，これ と は 逆 に建築物周 辺 地 盤 の 沈 下 に よ る 構造的，

機能的障害 に つ い て 同様 な 検討が必 要 と な る。

3． 不 同沈下 と構造障害の 測定結果

・i 工 博　広 島大 学教 授 　工 学部建 築学科
＊＃

米 子高等専 門学 校助教授 　建築学科

December ，1974

　3．1 測定 方法

　筆者 らの 所属す る 日本建築学会中国支部基礎地盤委員会

（現在 の 委員長　松浦　誠） に お い て は 昭 和 31年 こ ろ か ら

広島地区に お け る多数の 建築物 の 不同沈下 お よ び き裂の 測

定 を行 な っ て 今口 に 至 っ て お り， 測定の 成果は数回 に わ た

り委員会報告書
1＞

と し て 出版 され て い る。

　不同沈下 の 測定 は光学 レ ベ ル に よ り建設 当初水平 で あ っ

た と推定 され る線上 に お い て 行 ない ，一
部 の 建築物で は構

造体に 設置 された 金属 ピ ン の 測点 を 連通管式 の 水 準 器 に よ

り測定 し た 。 光学 レ ベ ル の 場 合 に 水平仕上面 の 施工 誤差の

ほ か 測点仕上げま で に生 じ た 不同沈下量 が含まれ て い な い

こ とが問題 とな る が，筆者ら の 研 究
L’，

に よれ ば測 定結果 か

ら求 め られ た 許容沈下 量の 値 に 与 え る影響 は安全 側 で あ り 1

ま た ご くわ ずか で あ る こ とが わ か っ て い る。

　3．2　相対沈下 曲線 の 傾 向

　相対沈下曲線 の 形は つ ぎの 4 種 に大別 で きる
。

） 型 ： 中 くぼみ型沈下 （部分的 な ジグザ グ橘 ・ 型，また

　　　　は 端部折 曲が り
Lu “・型 を含 む）

（ 型 ；上 に凸型沈下 （部分的 な ジ グザ グ （ 型，ま た は

　　　　端部折曲が り へ 型 を含む）

Nvx 型 ：全面 に わ た っ て ジ グ ザ グ型 の 沈 下

そ の 他 ： ゆ るい S 字型沈下 （ ノ 型 な ど

　圧密層上 の 建築物は主 と し て
）

型 の 沈下 を生 じ るが ，

独立 基礎 （特 に摩擦グイ を併用 し た もの ） の 揚合，ま た は
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表一1　 相対沈下 曲線 の 測定 結果
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受
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ROグイ、ベ デスタル
42 一 21 一 一 5

RC 独　立 112311214 一 ／019
マ

サ RCW 布 53 一 　 一 一 44

土
小　 　 　計 43 26 1423

；圧 密層上 は 建物件数』 他 は測定 面数　CB ： コン ク リートブ ロ ッ ク造
・NF ：ネガテ ィ ブフ リク シ ョ ン RC ：鉄筋 コ ン クリ

ート造

RCW ：鉄筋 コン ク リ
ー

ト壁構造

SRC ：鉄骨 ・鉄筋コン ク リ
ー

ト造

コ ン ク リ
ー

トブ ロ ッ ク造 （CB 造）に は NVL 型の 沈下を生

ず る 率が高い 。

　マ サ土上 の 直接基礎 の 建築物で は布基礎の 揚合 に は 主 に

）
型が，独 立 基礎の 場合に は各種 の 沈下が入 り混 じ っ て

生 じ る。

　砂地盤上 の 建築物につ い て は現在測定中 で あ るが ，
マ サ

土 の 揚合と同じ傾向があ る よ うで あ る。

　支持グイ に よ る建築物 で は 地盤沈下 を生 じな い 場合に は

主 に ） 型沈 下 が 生ず る が ， 端部 の 柱 の 沈下量 が 大 きい と

きに （ 型 ， また各 クイ の 沈下性状 が一様に な りに くい 工

法 に おい て は pm 型 の 沈下 を生 じ る こ とが あ る 。

　支持 グイ で ネガ テ ィ ブ フ リク シ ョ ン を受 け る場合 に全 体

と し て は ）
型 の 傾向は見 られ る もの の （ 型 NVK 型 の 沈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

下 の 比率が 増加す る 。
これ は群グイ の 効果 の た め中柱下 の

クイ の ネガ テ ィ ブ フ リ ク シ ョ ン が低減され 結果 的 に 端部 の

柱下 の クイ に大 きな ネ ガ テ ィ ブ フ リク シ ョ ン が加 わ る こ と

が多い た め と，ネ ガテ ィ ブ フ リク シ ョ ン に よ る 沈 下 が各 ク

イ の 沈 下 性状 の 差異をさ らに 大き くす る た め で あ る 。 測定

結果 をと りま とめ 表
一 1 に 示す，

　3．3　き裂の 発 生 する限界変形角 θ
， θ

　測点区間 の 変形角 θ・t とそ の 区間 の 壁の 不 同沈 下 き裂 （肉

眼観察に よ りお お む ね 0，2 皿 m 以上 の 幅の もの ） の 有無 の

関係 よ り， き裂 の 発生率 （測点区間数に対する き裂発生 区

間数 の 比率）お よ びき裂 の 発生区間の 累加数を示 した もの

が図
一2 で あ る。き裂発生 区間累加グ ラフ の 縦軸 は正規確

率 目盛 に な っ て お り， グ ラ フ がほ ぼ直線に な っ て い る こ と

か らき裂発生区閊数 は 変形角 log　ei に 対 して ほ ぼ正 規分

布 をな す こ とが わ か る。

　壁 に き裂 の 発生す る限界変形角の 下 限値e．と し て き裂発

生率 が発生 し な い 率 を越 え る θt を，上限値 θ と して ほ と

ん ど き裂 の 出 る θi を考 え，図
一 2 か らθは き裂累加数 が

30％を越 え る ei を， θ は き裂累加数が70％を越え る　θ・i

を求 め て こ れ に あ て る。た だ し圧密層上 の RC 造 ，
　 RCW

造で は ei に測点仕上げ ま で に生 じ た圧密沈下量 が含まれ

て い ない た め θ を幾分大 き目に補正 し
2）， また圧 密層上 の

CB 造 ， 急激な ネガテ ィ ブ フ リク シ ョ ン を受け る支持グイ

で は θi の 低 い とこ ろで もき裂発生率が高い た め，θ，歹

共 に低減す る。

　 こ の よ うに し て 求 め た 各種構造別 の 限界変形角を表
一2

に 示す。

　表 の θ ， θ共 に耐震壁 の 実験 な ど か ら求 め られ た壁体 の

初き裂発生 の 限界変形角 0．2− O．3× 10『’3 ラ ジア ン よ り大

き い が，こ れ は 問題 とな る き裂の 考え方の 相異 と コ ン ク リ

ー
トの ク リ

ープ の 効果 に よ る もの で ある
。 限 界 変形角は強

制変形 を受 け る壁 の き裂発生 に対する抵抗の 度合を示 す も

の で 不同沈 下 の 速度と壁 の 構造強度 （さらに 壁厚，配筋量，

施工 程度，コ ン ク リート強度，仕上材強度，開 口 比 な どの

小因子で ば らっ く）の 2要素に支配され て い る。 した が っ

て表一2 の よ うに同じRC 造 で も沈下速度で か な り異なるe

　3．4　相対沈下量 （総 沈 下 量）と 変形 角

　今ま で の 測定結果か ら相対沈下量 SDmax と最大変形角

θmax の 関係を示 す と 図
一 3 の よ うに な る。結果 に は か な

表
一2　 構造 別 限界変 形 角 単位 　10

−3
ラ ジア ン

地 盤

圧 　　密　　層

支 持　グ　ィ
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りの チ ラ バ リは 認 め られ る が， 5Pmax と θmax の 問 に は

お お む ね つ ぎの よ う な 関係が 認 め られ る。ま た θmax と平

均変形角 θave と の 間 に は ジ グザ グ型沈下の 場合 を除い て

2θa ・ e ÷ θma ．x の 関 係があ る こ とが 測定 の 結果か らわ か っ て

い る。
・（i）　圧 密層上 の 建築物で は

讐；溜；膨巖描 諜｝悔騫。e、、la 、

　 RC 造布基礎 ，
ベ タ 基礎　　　　　・SD 、nax ÷ 1．　000　Oma ／

（i三）　マ サ土上 の 建築物で は

　 RC 造独立 基礎，布 基礎　　　　　　bDmax ÷ 750　ema ．

（iii） 支持 グイ に よ る RC 造お よび 鉄骨鉄筋 ゴ ン ク リート

　 造 （SRC 造） で ネガテ ィ ブフ リ ク シ ョ ン を受 け な い 場

　 合

　 既製 コ ン ク リート （RC ）継グ ィ　　 5Dmax÷ 500 θma 、

　 そ の 他 の クイ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5Dmax≠ 750 θmax

（iv）　同上 で 通常 な ネ ガ テ ィ ブ フ リク シ ョ ン を受 け る場合

　 に 各 ク イ 共通 　　　　　　　　　　　　　SDmax÷ 5000m 館

（v ） 同上 で 急激な ネ ガテ ィ ブ フ リク シ ョ ン を受 け る場合

　 は RC 継 グイ ，ペ デ ス タル グイ 　　 　SDmax ÷ 500 θma ・

　圧密層上 の 建築物 に つ い て は圧 密沈下の 計算 か ら最大沈

下 量 Smax を求 め ， こ れ と Omax と の 関係を求 め る と相対

沈 下 景 の 場合 よ り チ ラ バ リ は 多 い が ほ ぼ つ ぎの 関係 が得 ら

れ る。

　 独立 基礎 で LS

’
lllax ÷ 2，500 θmax

　布基礎，ベ タ 基礎 で Smax ÷ S，　OOO　emax

　 コ ン ク リ
ー

トプ ロ ッ グ造 で Smax ÷ 2．000 θm 雛

　
一

般 に独立 墓礎 ，
コ ン ク リ

ー
トブ ロ ッ ク造，既製 コ ン ク

リ
ー

ト継 グイ お よ び ネ ガ テ ィ ブ フ リ ク シ ョ ン を受 け る 支 持

グイ の 揚合 に Smax ，　 SD ．。 1、 x に 対す る θmax の 値 が 大 き い

の は 3．　2 に 述べ た よ うに 相 対 沈 下 曲線 の 形 が ジ グ ザグ型に

な る もの が 多か った た め で あ る 。

　 3．5　相対沈下 量と構造障害

　沈下 に よ る 構造障害 の 程度 を主 と し て き 裂の 観察 か らつ

ぎの よ うに 区分す る。

A ： 沈下障害 な し （不同沈下 に よ る き裂 が ない ）

B ： 不 同 沈 下 障害 な し （ほ とん ど き裂 が な い か ，ま た は 幾

　　分か の き裂 が あ っ て も雨 もりなどの 障害を生 じて い な

　　い ）

C ： 不 同沈 下 障害あ り （幅 1mm 以 上 の き裂 が 多 く，雨 も

　　 りの 補修 を要す る）

D ： 不同沈下 の 障害著 しい

　相対沈 下 量 SDrnaxの 測 定値 と障害程度 の 関係 を図一・1

に 示 す 。 限 界変形 角に は 基礎工 法 の 差 が あ ま り影響 しない

が ， SDmax’“　e 関係 （図 ．− 3），　 SDmaXN 障害程度 の 関係

（図
一4） に 独立基礎，布基礎 と い っ た 基礎 工 法 の 差 が現

わ れ る の は ジ グザ グ型 の 影響を 示す もの で あ る。

4， 許容相対 沈下量 ， 許容沈 下量

　不 同沈下 に よ り建築物の 各部壁体に 有害 な き裂 が生 じな

い よ うな相対沈下量 SDmax を許容相対沈下量 と定義 し ，

その 値をつ ぎの 方針 で 求 め る
。

　標準値 ：Omax が θ と な る SDmax

　　　　　 θave が θ とな る SDmax

　　　　　障害程度 が A か ら B に 移 る 境界の SDrnaN

　最大値 ：θave が θ と な る SDma ．x

　　　　　障害程度が B か ら C に 移 る境界 の 占
伽 勘

　3．3〜3．　5の 測定結果 か ら支持地盤，搆造，基礎形式，基

礎 工 法 別 に 許容相対沈下 量 を求 め る と表
一一3 を得 る

。

　構造障害 の 原因 とな る の は SDmax で あ る が ， 総沈下 最
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　　　　 表一3　構 造別 許 容相対 沈下 量 ・許 容沈 下量

許容相対 沈下 量 （cm ）

支持地盤 ［構 造 種・ 1・ B 造 R C 造

圧 　密 　層 丞礎 形 式 ・ 1独 立

標　準　値 　　 1． 

最　大　値 　　 2．01

．53

，0

布 ベ 　 タ

2、0　　　2．0〜（3．0）

4．0　　 4．O−・（6．D）

マ 亠
土 標

最
1

準

大

値

値

1
　　　一

　 　 　ILO3

．。 1
　　　1

122

．4
一

支持 グィ

〔NF な し）

構造 種別 RC 造
・SRC 造

支持グイ

（NF 受 け る ）

脚 訓・ ・… 嬲 砂

11

1・ 鮪

最 　大 　値

1．02

．0

値準標

値六最）

／

N
る

グ

な
け

灘
暖（

0．71

．5

鋼 グ イ

2．03

．0

1．52

．o

許容沈
．
卜量 （cm ）

・・地酬 ・瓢 1C喇
圧　 密　層 基礎 形 式 　　　 イ「」

機　 準 　値　 　 2．D

最 大 値 　 4．0

RC 造
・RCW 造

独　立 碑 ベ 　タ

5、0　　 　 10，0

10．0　　　 20．e10

．O− （15．0）

20．O〜（30．0）

（　〕 は 二 重 ス ラ ブ等 で十 分剛性 が 高 い 嵩合の 値

Smax が 増す と kSDmax も増 加 す る傾 向
3’ が ある の で 圧 密

層上 の 建築物 に つ い て は 上記 と同様 の 方法 で 許容沈下 量を

求 め 表 一3に併記す る。

　 不 同沈下 の 測定値 に は 即時沈
一
ドは 含 まれ て い な い。圧密

層上 の 建築物 の 場 合に は 即時沈下 を無視 して も差しつ か え

な い の で 問題 は な い が ， 支持 グ イ を用 い た建築物 や マ サ 土

上 の 建築物 の 場合 は 無視 で きな い。即 時沈下 に 対す る ク リ

ープ 沈下 をほ ぼ 3 倍程度 と考えれば ， 即時沈下 に よ る相対

沈下 量 は 測定値 の 113 程度 とな る。

　
一

方 コ ン ク リー ト硬化前 に 生ずる 即時沈下 は 構造障害 に

関与 しな い と考え られ る の で 即時沈下に よ る 沈下 量を 100

％考慮す る必要 もな い。

　支持 グイ の 先端地盤 お よ び マ サ土 の ク リープ特性 に つ い

て は 現在の とこ ろ 資料 の 集積 が 十分 で ない の で 定量的 に は

今後 の 研究に まつ 面 が 多 い 。

　ま た 筆者らの 理論計算 に よ る と即時沈下が 問題 とな る建

築物 の 総沈下量 は 相対沈下量 の ほ ぼ 3倍程度とな る
。 これ

か らす る と即時沈 下 に対す る 許容沈下量 は ほ ぼ表
一 3の 許

容相対沈 下 景 と同 じ 値 に な る。
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　総沈下景 Sn・ax ま た は 不同沈 下 量 の 計算は
一
般に 建築物

に剛性 が な い もの と して 行 な わ れ る
。 しか し実際の 建築物

に は 剛性があ る の で，測 定 され た相対沈下 量 SDmax は計

算値 よ り もか な り小 さ くな る。筆者 らは 6’Dmax の 計算値

に対す る 実測値 の 比 を剛性係数 α と名付け，α を用い て 建

築物 の 剛性を考慮 した SDmax を求 め る 実用算定法
9

を提

案 した。

　
）

型 の 不同沈 下 に対 し て ほ ぼ左右対称な建築物 の α は

ス パ ン 数 2n 十 1 の とき

α ＝　 　 　 　 　 　 　 　 1

・ ＋ s・ a ・ ［晉 ッ ¢ ・＋ 跨（1− Xn −
、）］

ス ．パ ン 数 2n の とき

α ＝

…（1− 1）

　 　 　 　 　 　 　 　 1

・ ＋ s・ax ［薯 ・ 婦 警（1− Xn ．1）］
’”

（1．”2）

　（1）式か ら α は Smax が大き い ほ ど，

小 さくな る こ とが わ か る。ス パ ン 数 が 増 す と α は増 大 す る

傾向に あ る が数ス パ ン を越え る と ほ ぼ一
定値に 収れ ん す る。

Xl ，　 Xn ．1 の 値 は 剛性 を無視 して 計算した 各柱 の 沈 下 量 を

含む 線形連立方程式 の 解 と し て 求 め る こ と が で き るが 一
般

に は CL＝2／3〜3／4，　 Xn −1 ＝ 8／9〜1．（， の 範囲 の 値とな る。

　今 ， ス パ ン 長 の 等 しい 5 ス パ ン の 例 を想定 し Q 且
＝Q ，

…

…Q・n ＝Q，2Po ＝P
、
＝P2……Pn ＝P ，　 Xl ＝2／3 と す る と

Q1，　 Qn ： 端 か ら 1 番 目，　 n 番 目の 柱問 に 1cm の

　　　　　 強制変形 を起 こ させ る の に必 要なセ ン

　　　　　 断力 （ton ／cm ）。 コ ン ク リ
ー

トの ク リ

　　　　　 ープ ， セ ン断変形 を考慮 し て 求 め る。

　　　　　 （コ ン ク リ
ー

トの ヤ ン グ係数は短期 の

　　　　　値 の 1！3， セ ン 断剛性低下率 β÷ 0，2

　　　　　 とす る ）

Po，　 Pn ： en柱 ま た は η 番 目の 柱 の 軸方向力（ton）

　 y 　　 ： 5m 鰮 　に 対す る端柱 の 沈下 量 （い ずれ

　　　　　 も剛 性 を 無 視 した 計算値） の 比

　5、naPt 　 ： 剛性 を無視 して 計算 し た総沈下量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （cm ）

X1 ，　 Xn −1 ： 5 刀 max に 対 す る 端柱，　 n − 1 番 目の 柱

　　　　　の 相対沈下 量 の 比

　　　　　　　　　　　　　また Q が大 きい ほ ど

α ＝：一 ．

　 　 1 十

　 　 　 1

牲
’°

（÷・ ＋÷）
””… ’… ’…

（2 ）

　 Q は 階数 が 増す ほ ど，ま た ラ
ー

メ ン 面内 の 壁 が 多い ほ ど

大きくな る の で ， 階数 と開 口 比 （対象 と な る ラ
ー

メ ン の 全

見付面積 に対す る 窓出入 口 な どの 開口 部面 積 の 比 率） お よ

び Smax か ら α を 求 め る略算 図 表 を図 ．．5 に示 す 。

　ww 型 の 不同沈下 に対 して は 任意の 中柱につ い て
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図一5　 岡1」性係数 α の 略 算図 表

　 　 　 1

1 十
　 　 　 　 P

ΣQ ・Smax ………・・…・……………・…・・（3）

　　　　　 ΣQ ： 中柱 に とりつ く各 ス パ ン の Q の 合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （t・ n ／cm ）

　　　　 Smax ： 中柱 の 平均沈下量 （cm ）

　　　　　　 P ： 中柱 の 軸方向力 （ton ）

　剛性 を無視 した 際の 中柱 の Smaxに対す る各柱 の 不同沈

下 は 1！3〜1／2に 達 し ， 地盤強度 の 変動 お よ び基礎 の 接地圧

の 変動 が主な原因 とな っ て 生ず る。w 》 型 の 不同沈下 の 検

討 は 独立基礎 （直接基礎 ま た は摩擦 グイ使用の 場合），支

持 グイ 基礎 （ネ ガ テ ィ ブ フ リ ク シ ョ ン を受 ける 場合） に必

要 とな る。

　図
一5に よれ ば 基礎形式 が α に 影響す る こ と は な い が，

4．の 許 容沈下量，許容相対沈下量 で は 基礎形式，基礎 工 法

に よ る 差異 が大き く表 わ れ て い る 。 こ れは　vw 型不同沈下

の 発生 ひ ん度 を考慮 して 決 め られ た 値 の た め で あ る。

6． 算定沈 下量が許容値を越 えたときの 対策

　沈 下 量，相対沈下量 の 算定値 が許容値 を越 え る と きの 対

策 と して はつ ぎの 方法 が 考え られ る。

（1） 総沈下 量を減少させ ， それ に伴 っ て 不同沈下 を減少さ

　せ る 。 i）建築物 を軽量化す る。　 i王）地下階を設 けて 地

　盤 に 加わ る 有効応力度を低減する
。

iii） さ らに 良好な地

　盤 に支持させ る 。
iv）地盤 を改良す る 。

（2） 総沈下 量 は あま り変わ らない が不同沈下量を減少 させ

　る。 i）建築物の 剛性を高め る
。

た とえば長さ を減 らす，

　開 口 比 を小 さくす る ， 地 中バ リを太 くす る な ど。
ii）不

　同沈 下 を減らす よ う各部 の 重量配分 を考え る。iii） 許容

　相対沈下量 の 大きい 基礎形式，基礎工 法を選定す る
。

｛3〕 不同沈下 が起 こ っ て もこ れ に よ る 上部構造の 障害を防

　止 す る。 伸縮継手 を設け構造体 に有害なき裂の 生ず るの
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を防止 す る
。 不同沈下 の 障害 を受 け に くい 構造，た と え

ば鉄骨造などを採用す る。

7．　 ま　 と　 め

　　沈下 に よ る 構造的障害 を 防止 す る に は 変形角 （上部構

　造の 部材角 に相 当す る） あ る い は相対沈下量 を許容値以

　下 に しな けれ ばな らな い 。し か しこ の た め には 建築物の

　数点以上 （主要柱ま た は 耐力壁 の 位置） にっ い て 剛性 の

　影響を考慮 し た 沈下計算 が 必要 とされ る の で，実用上剛

　性 を考慮 しない 総沈下量 に対す る 許容値 も示 し た。

（21 構造的障害 と は 別 に 総沈下量，傾斜 は機能障害防止 の

　観点か らも過大 に ならない よ う注意 し な けれ ば な らな い。

　総沈 下量 に 対 し て は 沈下 シ ロ を見 込 ん で あ らか じ め か さ

　上げ して お くこ と も可能 で あ る 。し か し傾斜 につ い て は

　定量的予 測 も困難 で あり， ま た 許容値 も建築物 の 用途 ，

　種類 に よ リケー
ス バ イ ケース で 検討す る ほ か な く

一
般的

　な値 を示す こ と は む ず か し い
。 傾斜の 障害を防ぐに は 総

　沈下量 を減らす こ と，機械装置 などは レ ベ ル の 補正 が で

　き る よ うにす るな どが 考 え ら れ る。

（3） 変形角の 限度 と し て は ラーメ ン 体 に 曲げき裂 ま た は イ

　ー
ル ドヒ ン ジの 発生す る 限界 を とる 考え もあ る が，筆者

　ら は コ ン ク リ
ート壁 体 に 有害 な き裂 （お お む ね 0．21nm

　以上 で 肉眼 に よ る 観察可能な もの ）が発生す る 限界 を考

　え て い る。そ の 理 由は， i）ラーメ ン の 不同沈下 に よる

　応 力計算 を省略す る た め，あ ま り大 き な 変 形 角 を用 い る

　こ と は避け る。 　li）壁 の き裂は ラーメ ン 体 に き裂の 入 る

前兆 と考 え られ ，ま た き裂の 観察 も容易で あ る
。

iii）壁

　に き裂 が入 る と雨水 の 浸入 ，仕上 材 の 破 断 な ど機能上 の

　障害が 生 じ，ま た RCW 造で は 壁 の 有害な き裂 は 構造体

　の 損傷 を意味す る 。

8．　 あ と が き

　筆者 らの 10年余 に わ た る 不 同沈 下 の 実測 に基 づ く研 究 の

成果 の
一

部 を紹介 した。皆様 の お 役 に 立 て ば幸い で あ る 。

まだまだ未解決 の 問題 も多く，今後も長期間 に わ た る 継続

的研究を行 な う予定で あ る が，機会 を見 て は参考とな る情

報を報告す る よ う努 め た い 。
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